
日
本
海
、
若
狭
湾
を
有
す
る
福
井
県
。
天
然
礁
に
よ
る
複
雑
な
潮
の
流
れ
や
冬
の
寒
さ
が
影
響
し
た

冷
た
く
清
ら
か
な
海
水
、
豊
富
な
エ
サ
に
も
恵
ま
れ
る
な
ど
の
好
環
境
が
自
慢
で
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
魚
介
が
生
息
し
、
美
味
し
さ
に
も
定
評
が
あ
る
理
由
を
紹
介
し
ま
す
。

　
福
井
県
は
日
本
海
の
ほ
ぼ
中
央
に
位

置
し
、
海
岸
線
沿
い
に
は
４
つ
の
主
漁

港
が
あ
り
ま
す
。
主
な
漁
場
は
越
前
海

岸
沿
岸
で
、
そ
の
距
離
は
各
漁
港
の
目

の
前
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
く
ら

い
の
近
さ
。
早
朝
、
小
型
船
で
出
港
し
、

漁
を
し
て
、
昼
過
ぎ
に
は
帰
港
で
き
る

く
ら
い
の
距
離
で
す
。
そ
の
た
め
、
水

揚
げ
し
た
魚
を
新
鮮
な
ま
ま
持
ち
帰
り
、

い
ち
早
く
出
荷
で
き
、
美
味
し
い
状
態

で
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
福
井
県
沖
は
段
々
状
の
深
い
海
底
で
、

魚
介
が
快
適
に
棲
め
る
地
形
。
複
雑
な

潮
の
流
れ
に
よ
り
、
エ
サ
と
な
る
プ
ラ

ン
ク
ト
ン
も
豊
富
。
ま
た
、
日
本
屈
指

の
釣
り
師
の
聖
地『
玄
達
瀬（
げ
ん
た
つ

せ
）』は
、
三
国
港
の
沖
合
、
約
35
㎞
に

あ
り
ま
す
。
毎
年
６
〜
８
月
中
旬
の
２

カ
月
間
に
限
り
、
遊
漁
船
が
解
禁
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
若
狭
湾
沖
は
暖
流
に
の
っ
て
や
っ
て

く
る
魚
と
日
本
海
特
有
の
冷
水
帯
の
ほ

ぼ
南
限
に
よ
る
北
方
の
魚
の
両
方
が
水

揚
げ
さ
れ
る
海
の
幸
の
宝
庫
。
し
か
も
、

さ
ま
ざ
ま
な
魚
種
に
合
わ
せ
て
定
置
網

や
底
曳
網
、
刺
網
、
は
え
な
わ
、
養
殖

な
ど
多
く
の
漁
法
が
あ
る
た
め
、
一
年

を
通
じ
て
多
彩
な
魚
介
が
味
わ
え
ま
す
。

　
リ
ア
ス
式
海
岸
の
き
れ
い
で
静
か
な
若

狭
の
海
で
は
養
殖
業
が
盛
ん
。
海
の
近
く

に
川
が
あ
り
、
山
か
ら
の
栄
養
が
川
に
流

れ
込
み
、
海
へ
と
注
ぎ
込
む
。
そ
ん
な
場

所
で
養
殖
さ
れ
る
牡
蠣
や
フ
グ
は
他
地
域

に
比
べ
て
味
が
優
れ
て
い
る
と
評
判
で

す
。
マ
ハ
タ
や
サ
ー
モ
ン
の
他
、
ふ
く
い

岩
が
き
の
養
殖
も
始
ま
り
ま
し
た
。

食
の
國
の
海
の
幸
を
求
め
て

越
前
・
若
狭
の
海
へ

複
雑
な
潮
の
流
れ
に
よ
り

プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が
繁
殖
す
る

好
環
境
で
育
つ
魚
介
は
絶
品
。

冷
た
く
き
れ
い
な
水
に

恵
ま
れ
た
好
環
境
。

養
殖
業
も
盛
ん
で
す
。

　
福
井
県
内
で
は
年
間
で
水
揚
げ
さ
れ

る
魚
介
類
は
２
０
０
種
類
弱
、
そ
の
う

ち
食
卓
に
上
る
の
は
１
０
０
種
類
ほ
ど

で
す
。
複
雑
な
海
流
に
よ
る
南
北
両
方

の
魚
や
漁
場
が
近
く
だ
か
ら
こ
そ
食
す

る
こ
と
が
で
き
る
魚
も
多
く
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
近
年
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
鮮

度
保
持
の
取
り
組
み
も
顕
著
で
す
。
船

内
冷
凍
や
活
〆
、
神
経
抜
き
な
ど
、
水

揚
げ
し
た
魚
介
を
新
鮮
な
ま
ま
港
に
持

ち
帰
り
、
出
荷
す
る
体
制
も
整
っ
て
き

て
い
ま
す
。

漁
場
の
近
さ
、

鮮
度
保
持
に
も
尽
力
。

美味しい
理由1

　
底
曳
網
漁
業
や
定
置
網
漁
が
中
心
で

一
度
に
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
魚
が
た
く
さ

ん
獲
れ
ま
す
。
底
曳
網
は
海
の
底
を
網

で
曳
き
、
海
底
の
魚
介
類
を
獲
る
漁
法

で
、
定
置
網
は
魚
の
通
り
道
に
罠
を
仕

掛
け
る
漁
法
で
す
。
ま
た
、
古
く
よ
り
養

殖
業
も
盛
ん
な
福
井
県
。
海
の
近
く
に

川
が
あ
り
、
山
間
部
か
ら
の
栄
養
が
川

に
流
れ
込
み
、
そ
の
ま
ま
海
へ
注
が
れ
ま

す
。
栄
養
豊
富
な
場
所
だ
か
ら
こ
そ
、

ひ
と
味
違
う
養
殖
魚
が
育
つ
の
で
す
。

多
彩
な
漁
業
方
法
と

盛
ん
な
養
殖
業
。

越前岬

三国港

越前漁港

小浜漁港
敦賀港

◉

◉

◉

◉

経ケ岬

若 狭

越 前

若狭湾

日本海

京都府

美味しい
理由2

　沿岸の浅い場所に定置網を設置して、産卵や餌を求めて回遊する魚の群れ
を、大きな網の垣根（垣網）を作って待ち受けて獲る漁法のことです。主にブリや
サバ、タイ、アジなどを獲ります。漁は一年を通して行っていますが、海の荒れる
冬期は休むこともあります。また、最近では観光客向けの観光客向けの観光定
置網を設けた漁業体験も行われており、人気を集めています。

定置網漁

　海底に沈めた網を引っ張って魚を獲る漁法です。一般的には沿岸の小型船
によるものから、遠洋でのトロール船や機船によるものまで、広い範囲に渡って
行われています。水深100m以上の海底に生息する越前がに、甘えび、各種カ
レイ、ハタハタ、メギスなどを獲ります。
　底曳網漁業は福井県全体の漁獲量の約3割を占め、重要な漁船漁業です
が、近年、日本沿岸で獲れる魚類が減少傾向にあります。その対策として、漁期
を短く制限（9月～5月）したり、保護区を設けるなどして、資源を大切にする工夫
と努力をしています。

底曳網漁
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